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＜連絡事項＞

· 防災訓練9/22（月）　13：30から実施予定。詳細についてはWIZ掲示板を確認すること。

· 本日より祝日の外来診療を開始。祝日のリーダーは朝の連絡会議に忘れずに参加すること。

· 9/20（土）のふれあい秋まつりの担当に変更あり。担当者は各自確認すること。

· 9/19（金）プロセスレコードの勉強会あり。
参加希望者は、前日までにプロセスレコードを作成・持参すること。

· 作業療法科の学生4名が見学実習予定。
10/3（金）東　新（ひがし　あらた）、柳本　賢（やなぎもと　さとし）。
10/17（金）今泉　純美（いまいずみ　あつみ）、上野　康子（うわの　やすこ）。

· 9/19（金）までに嗜好調査票を提出すること。

· 9/17（水）生活保護の実態調査あり。午後は外来への連絡は控え、カンファレンスの外来情報は外来より連絡が来るまで待機すること。

· 観葉植物本日届く予定。1階に2本、2階に2本、3階3本と椅子40脚運ぶこと。

＜外来情報＞

· 田向　玲美様～糖尿と中性脂肪が気になっていると話されるが、前回の検査結果は異常なし。
　　　　　　　9/17（水）うみねこ幸房の見学予定。「家に居ると食べたり寝たりを繰り返して

しまう、通所より職親を利用したい」と話されるが、担当医より段階的に進めるように伝えている。生理があったこと、一昨日母親の声で幻聴があった事を話される。

· 駒目　翔　様～学校のテストで、80～100点で、評価が「5」であったとのこと。2泊3日で修学旅

行があると話しており、担当医より許可がおりている。便秘が続いており、カマの増薬を希望。1.5g⇒2.5gへ増薬となっている。明日日赤受診予定。
ネブライザー使用するが薬剤が上手く出てこないと話される為、明日の受診時に相談するよう促している。

· 田中　一　様～本日、ハロマンス筋注施行。「デイケアにいるときは良いが、自宅にいると、母と

自分がアルカイダに狙われている気がする。」との発言あり。

＜通所利用者様情報＞

· 川口　尚良様～背中の痛みと左上腕、左下肢の痺れを訴えあり。整形外科や内科受診しているが、

異常なしと診断されたとのこと。整形外科より軟膏が処方されており、「軟膏を塗ると少し良くなる」という。整形受診した際、もう一度担当医に話してみるとのこと。

· 田中　一　様～外来受診後、デイケア利用している。「昔怪我をしたので、指先を使う作業が出来

ない」「手の指が水虫になった」とプログラム参加を拒否されている。DVD鑑賞の時間では、テロを題材とした映画について「観たくない」と拒否している。

· 鈴木　茂子様～お姉様より「今日は休ませたい」と連絡あり。本日欠席している。

· 高橋　洋子様～9/12（金）17：00のバイタル測定時、血圧181/104mmHg、脈拍91と高値であり、

顔面紅潮、吐き気の訴え聞かれる。頭痛、痺れ、ふらつき等の症状は無いとのこと。17：10夕食後薬の降圧剤を服用。17：35血圧169/97mmHg、脈拍97。夕食まで静養室にて休んでいただく。家族連絡時、自宅でも血圧を測定するよう促したところ、家族が血圧計を購入したとのこと。本日、自宅でのバイタル値を手帳に記入して来所。次回外来受診時に測定値を担当医へ報告するよう伝えている。

· 岩城　敏夫様～スタッフとの面談にて、先日画材や本を15,000円分購入したとのこと。最近電子

辞書を購入したばかりであり、スタッフより出費が多いことについて指摘すると「詩が売れてお金が入っているはずだ」との発言あり。その後も現実検討を促しているが理解に乏しい。

＜事例検討＞

澤　昌利　様（38）　病名：統合失調症

検討事項：治療計画の見直し

現在の治療計画

· デイケアの定期的な利用により生活リズムを整える。

· 病状の変化やストレスを感じたときに安心して相談できる環境を提供する。

本人の目標：定期的に通所を利用し、病状が悪化しないようにする。

現状

· 欠席する事少なく利用することができているが、「月・火と利用日がつづき、体力的に辛い」「休みたい、早退したい」と訴えることあり。デイケア利用日を月・水・金にして外来受診を火曜日から水曜日に調整できるということを説明するが「そこまでしなくていい」と拒否している。

· 運動や作業プログラムでは「できない」と話し、参加しないこともある。

今後の方向性

· デイケアを利用する必要性を説明しながら、もし利用日が連続する事が辛いのであれば、通所日や外来診察日を調整することも考慮する。

· 本人の興味のある作業を見つけ、活動性の向上を促す。

· 現状を維持できるように本人との面談を通じて調整していく。

＜行事検討＞

・収穫祭のグループ分けについて

65歳未満…野菜をもってリレー、　65歳以上…玉入れ

デイケアとデイナイト混合チームにて実施。計4チームで行う。
⇒今週中に出欠確認し、くじ引きにてグループ分けをする。










